
 

一 般 質 問 通 告 表 

令和元年第３回姶良市議会定例会（９月５日） 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手

９．竹下日出志 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．災害対策・地区

防災計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年の大雨は、６月末から７月４日ま

で数日にわたり、大雨警報、洪水警報、

土砂災害警戒情報などが出され、気象庁

などが平成３０年７月豪雨と同等規模の

災害が起こる恐れがあると予想したた

め、本市では災害対策本部等を設置した。

防災行政無線、防災地域情報メール、防

災ラジオなどにより、レベル４の避難指

示（緊急）などを発令し、市民に対して

早期の避難を促す情報配信を行い対応し

た。 

 避難所は市内１９か所に開設し、ピー

ク時である７月３日の午後１０時で４４

４世帯８７３人の方が避難された。 

 ２０１９年版「防災白書」によると、

「地域防災計画」の策定に取り組んでい

る地域が、２０１８年現在で全国 

３，２０６か所に上っていることが判明

した。計画策定に対する機運の高まりが

感じられる。 

 地区防災計画は、災害が起きた時に、

いつ、どう動くのか、事前に何を準備す

るかなど、地域住民が自発的に立てる計

画のことである。 

（１）本市でも、地域防災力の強化を図

るために、自治会、コミュニティ協議

会、自主防災組織等に働きかけて、地

区防災計画の策定を推進する考えはな

いか。 
（２）住民一人ひとりの防災行動計画で

ある「マイ・タイムライン」の普及、

住民に周知・活用される「ハザードマ

ップ（災害予測地図）」や「防災マップ

（避難経路と避難場所を示した地図）」

を整備・普及する考えはないか。 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手

２．動物愛護・ペッ

トとの同行避難に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．高齢者の交通事

故防止対策につい

て 

 

 国内で１，８５０万匹を超える犬や猫

が飼育され、ペットが家族の一員とされ

る一方、無責任な飼育放棄や虐待などが

社会問題になっている。公明党は、人と

動物が共生する豊かな社会の実現をめざ

し、動物の命を守る環境整備を進めてい

る。 

 東日本大震災をきっかけに注目される

ようになったペットとの「同行避難」に

ついても対策を進めてきた。 

 環境省は２０１８年１０月にも、ペッ

トの飼い主向けに災害時の避難方法など

をまとめた冊子「災害、あなたとペット

は大丈夫？ 人とペットの災害対策ガイ

ドライン」を作成した。ペットの災害対

策では、２０１６年４月に発生した熊本

地震などでの教訓を生かした自治体向け

の指針が策定されている。 

 冊子は、災害に備えて（１）ペットの

ワクチン接種と寄生虫駆除（２）ペット

をケージに慣れさせる訓練（３）飼い主

とペットの非常食の準備などの対策を行

うよう明記。また、災害発生前から発生

後１週間までの同行避難の流れをフロー

図で掲載しているほか、ペットの受入れ

可能な避難所を把握しておくことも勧め

ている。 

 本市でも、災害時におけるペットとの

同行避難などのペット対策を進める考え

はないか。 

 

 

 東京・池袋で８７歳の高齢者が運転す

る車が暴走し、母子２人が亡くなった事

故以降も高齢運転者による事故が続いて

いる。警視庁は、７５歳以上の運転免許

保有者が、２０２２年には６６３万人に

膨らむと推計している。過疎地域を中心

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手

に、未だ「生活の足」として車が欠かせ

ない高齢者も多い中、地域における移動

手段の確保も重要な取組である。地方自

治体や民間事業者とも連携しながら、総

合的な事故防止策としての、高齢者の安

全運転支援と地域における移動手段の確

保が求められている。 

本市でも、免許を自主返納した高齢者

が日々の買物や通院などに困らないよ

う、コミュニティバスやデマンド（予約）

型乗合タクシーの導入など充実を図る考

えはないか。また、免許の自主返納時に、

タクシーや公共交通機関の割引制度など

を支援する考えはないか。 
 
 

10．新福 愛子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．外国人児童生徒

の就学支援の現状

と課題について 

 

 

 

 

 

 

２．学校給食につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グローバル化の進展や外国人労働者の

受入れが広がる中、日本の学校で学ぶ外

国籍児童・生徒が増加している。 

（１）外国人児童生徒の受入れの意義を

どのように捉えているか。 

（２）本市における就学状況を問う。 

（３）外国人児童生徒に対して学校以外

における支援の現状と課題を問う。 

 

（１）平成２８年第１回定例会一般質問

において①学校による取組に差異のあ

る始業式・終業式における給食につい

て、市内統一で実施すべきではないか。 

②土曜授業における給食実施の考えは

ないか質問した。その後の検討と今後

の方向性を問う。 

（２）老朽化と衛生管理上の課題を抱え

る加治木学校給食センターの施設整備

を急ぐべきと考える。今後の整備計画

を問う。 

 

 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手

３．持続可能な開発

目標「ＳＤＧｓ」を

市政に活かす取組 

 

 

 

 

 

 

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）は 

２０１５年９月の国連サミットで採択さ

れたもので、国連加盟１９３か国が 

２０１６年から２０３０年の１５年間で

達成するために掲げた目標である。貧困

や飢餓の撲滅、健康と福祉の増進、教育

の拡充、ジェンダー平等の実現などの課

題解決に向け２０３０年末の達成を目指

して取り組む国際的な目標であり、１７

の目標と各目標を達成するために定めた

１６９のターゲットで構成されている。 

（１）ＳＤＧｓに対する認識を問う。 

（２）ＳＤＧｓを市政に活かす取組への

見解を問う。 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．萩原 哲郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．建昌城跡地の整

備計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建昌城跡地は素晴らしい景観を持つ場

所であり、ＥＴＣ専用のスマートインタ

ーチェンジも令和元年から２年度には全

面供用開始の予定であるため、文化財・

スポーツ振興・公園・観光名所として、

県外からも今後多くの観光客の来訪が期

待できる場所である。多くの方に観光農

園も利用され、駐車場も整備されたが、

その後、公園内の整備等に進展がない。 

今後、県教育委員会文化財課とともに

建昌城跡の歴史的価値について再検討

し、国の文化審議会への意見具申のため

に協議を進めていくとのことであり、国

指定史跡化の目的が達成されたら、国庫

補助事業を活用した史跡公園整備に着手

することができるとあるが、その後の整

備と協議内容、今後の使途、整備計画は

スポーツ振興・イベント・観光対策を考

慮したものになるかを問う。 

 

 

 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手

２．総合運動公園整

備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．稲荷橋に防犯

灯・歩道橋設置につ

いて 

（１）陸上競技場・多目的広場・駐車場

整備の進捗状況と今後の作業内容を示

せ。 

（２）多目的広場は多くの競技に利用が

可能な施設と思うが、以前はグラウン

ドゴルフが２面取れ、多くの方が競技

に参加でき喜ばれていた。以前より半

減された理由を問う。 

（３）総合運動公園整備完成後、 

２０２０年かごしま国体が開催され、

運動公園も競技場に指定され利用者も

多くなり、出入り口の混雑が予想され

る。現在、出口専用の西側の出入り口

改善対策を問う。 

（４）駐車場の白線が消え高齢者の方か

ら駐車しにくいとの苦情が絶えない。

国体も間近にせまり白線を引き直す考

えはないか問う。 

 

 

稲荷橋は、重富中学校に通う生徒や流

通センター等の職場に通う人の車や自転

車の利用が多い。 

 幅員が狭いため車で通行する際、通行

人は橋の欄干側によけているが、夜は暗

く足元も見えないため転落の恐れもあ

る。通学路として通行規制も行われてい

るが、過去に物損事故も発生しており、

地元住民から、防犯灯・歩道橋設置の要

望がある。歩道橋設置に多額の予算が必

要であることは認識しているが、通行の

安心・安全を図るため防犯灯及び歩道橋

の設置が必要と思う。その後の関係機関

との協議内容を示せ。 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手

12．村 賢一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．姶良市の人口は

これからどうなる

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

姶良市の人口は今も増加を続けている

が、あと数年で減に転じるであろうと言

われている。このまま減る方向でいいの

か、何らかの手立てを講じた方がいいの

か、今回の課題としたい。 

（１）人口は増える方がベターなのか。 

①国が対処する国民年金の原資は、年

金受給前の若い年齢層の積み立てを

当てにしている。社会保険等もかな

りの比重を若者の負担で支えている

といっていい。現場の人手不足も目

立つ状況から、人口増は必要である

が、市は、どのような予算・手立て

を考えているか。 

②姶良市は幼児を伴う働き盛りの家族

の移入が多いというが、増加人口に

占める割合は、どのくらいか。財政

的な収入・支出に影響はあるか。 

③婚活イベントは姶良市ではどの程度

の成果を得ているか。 

④子育てについては今回認可保育所等

の無料化がなされたが、更にできる

ことはないのか。 

⑤Ｉターン､Ｕターンの受け皿として

中途でも年齢・経験相応に正規で雇

用する企業は市内に何社程あるか。

市として助成を検討したらどうか。 

⑥働き手不足で外国人労働者を雇用す

る動きがあるが、場合によっては定

住化も考えているのか。 

⑦農業政策に反映できないか。集落支

援員及び地域おこし協力隊で若い人

を、また６０歳定年の人を農業の世

界に引き入れる施策はないか。 

⑧生産緑地を埋め立て、郊外に新住宅

が出来る。一方、中心部は空洞化が

進む傾向にある。もし人口増が見込

まれるなら空き地、空き家の活用、

市 長 

教育長 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手

さらには狭隘道路に隣接する建築制

限を課し、中心部の良好な環境整備

を促進すべきであるがどうか。 

（２）少子高齢化がこのまま行くなら医

療や介護それに公共交通の配慮がさら

に必要になる。 

①高齢化に伴うサービス付き高齢者住

宅などの受入れ施設は充実している

か。 

②高齢者でも元気な方はグラウンドゴ

ルフなど余暇を楽しんでいるが、日

常の清掃活動などにも率先して参加

するよう流れをつくっているか。 

 

 

13．松元 卓也 

 

 

 

 

 

 

１．市制１０周年記

念事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．シティプロモー

ションについて 

 

 

 

 

本市は平成２２年３月２３日に３町合

併により姶良市となり、来年は節目の年

にあたることから、これらに関連したイ

ベント等があると考えるが以下について

問う。 

（１）市制１０周年記念事業の内容を具

体的に示せ。 

（２）市制１０周年記念事業のＰＲにつ

いて具体的に示せ。 

（３）市制１０周年記念事業に対する市

民参加及び協力について示せ。 

 

シティプロモーションには地域再生、

観光振興、住民協働など様々な概念が含

まれる。その一つは、地域住民の愛着度

形成や地域の売り込み、そして自治体名

の知名度の向上と捉えられる。自治体に

はない「営業」という要素も多く含まれ

ることから民間企業等の交流の場が必要

だと思うが、本市はシティプロモーショ

ンについてどのように考えるか。また、

どのように取り組むか示せ。 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 


